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令和６年度東京都立西高等学校学校経営報告 

 

自己評価の基準：【Ａ】十分に達成できた【Ｂ】概ね達成できた【Ｃ】あまり達成できなかった 

今年度の教育活動への取組と重点目標 自 己 評 価 

１ 「授業で勝負」の理念のもと、日常の授

業を改善するとともに、生徒の主体的な

学習意欲の向上を図る。 

 

≪方策≫ 

①日々の授業を通して、授業を第一に考え

る生徒を育成する。 

②「年間授業計画」に基づく、計画的で主体

的な学習態度を育成する。  

③教科マネジメントの確立、研修の充実等

により、教科指導力の向上を図る。 

 

≪重点目標≫ 

○「年間授業計画」と改訂した「学習の手引

き」の活用指導とその検証 

○自学自習態度の育成 

○授業改善に向けた、相互授業見学の実施

や生徒による授業評価結果の活用 

○土曜(教養)講座の充実 

[数値目標１]生徒の「学習への取り組みの自己評価」の向上 

（目標８０％） 

→【Ｂ】「学習への取組」に関する学校評価アンケートで、生徒の肯

定的な割合は７７.１％で、昨年度より２.９ポイント微増した。

また、保護者についても、肯定的な割合が昨年度の８２.０％か

ら８５.７％に増加した。教員については９８.５％で昨年度より

３.６ポイント増加した。 

主体的に学習に取り組む姿勢の重要性を継続して指導し、生徒

の自己肯定感を高めていく必要がある。 

 

[数値目標２]１・２年生の自宅学習時間２時間以上 

→【Ｃ】１年生の自宅学習時間は平均で１時間５５分であり、昨年

度の１時間５６分とほぼ同じ時間であった。２年生は平均で２時

間１１分であり、昨年度の２時間４分より微増した。今後も継続

して課題の出し方の工夫等を行い、自学自習の定着を図る方策に

ついて検討する必要がある。 

 

[数値目標３]生徒の授業満足度９０％以上 

→【Ａ】「満足できる授業」に関する学校評価アンケートで、生徒の

肯定的な割合は９０.９％と昨年度より１.１ポイント増加した。

６.４％増と３年生の増加が顕著に見られ、授業に集中して取り

組めている様子がうかがえる。 

２ 学習環境の整備と生活規律の向上を図る。 

 

≪方策≫ 

自覚を促す指導を通して、 

①感染拡大防止対策の徹底 

②校内美化の徹底 

③生徒の自己管理能力の育成 

を図る。 

 

≪重点目標≫ 

〇感染拡大防止対策の徹底 

○生徒の美化意識向上 

○所有物と時間の自己管理の徹底 

〔数値目標４〕校内美化に関する学校評価６５％以上 

→【Ｃ】「校内美化の取組」に関する学校評価アンケートで、生徒の肯定

的な割合は５８.３％で、昨年度の５４.４％と比較して微増した。 

   清掃活動にもっと力をいれるべきであるという生徒の意見を大切に

して、次年度以降も計画的に学習環境の整備に取り組んでいく。 

 

〔数値目標５〕遅刻者数 月 1桁／学級 

→【Ｂ】学年での指導や遅刻指導月間の実施により、今年度も遅刻者数

は減少傾向にあるが、遅刻を繰り返す特定の生徒に対して、継続し

て指導していく。 

 

〔数値目標６〕遺失物等の減少 

→【Ｂ】生徒の貴重品や私物の管理は、生徒部や学年の指導を通じて

改善に努めているが、今後も、ロッカー施錠の励行など、私物管理の

徹底などの指導を継続していく。 
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３ 教育公務員としての高い使命感・倫理観を

もち、服務規律を遵守するとともに、協働意識

を向上させ、ライフ・ワーク・バランスを図る。 

 

≪方策≫ 

①服務規律を徹底する。 

②情報資産を厳密に管理する。 

③情報の共有化と会議の効率化を図る。 

④分掌・教科等を超えた協働体制の拡充を図

る。 

 

≪重点目標≫ 

○情報資産の管理体制の遵守 

○計画的な仕事の進め方により、分掌や学年

が連携し業務の効率化を推進する。 

〔数値目標７〕服務事故防止研修の実施（目標３回以上） 

→【Ａ】４月、７月、１２月の３回、悉皆の校内研修を実施した。本校の実

態に応じた研修内容の充実を図っていく。 

 

〔数値目標８〕服務事故や服務上の課題ゼロの継続 

→【Ａ】企画調整会議や職員会議、教職員一斉メール等を活用し、服務

事故防止を徹底した。特に、個人情報の管理（定期考査における答

案の紛失防止）、体罰や不適切な指導の禁止（毎学期末に生徒及び

教職員にアンケート調査と聴き取りを実施）に重点的に取り組んだ。

事故のない職場を実現するため、今後も努力を重ねていく。 

 

〔数値目標９〕超勤時間が８０時間／月を超える教職員ゼロ 

→【Ｂ】月当たりで平均８０時間超となった教員は、年度当初 1５名いたが

年度末に７名に減少した。授業評価等のアンケート集計を Forms で

行うなどの ICT 機器の活用など業務の効率化、ペーパーレス化によ

る資料作成の負担軽減、議題の精選による会議時間の短縮、部活動

指導員活用などで負担軽減、業務分担の見直しなどで、超勤時間の

削減に取り組んでいく。 

４ 教育改革の動向を見据えた指導体制、内

容の見直しを行う。 

 

≪方策≫ 

①大学入試改革に対応した指導体制の見直し

を行う。 

②新学習指導要領を踏まえた指導内容・方法

の改善・充実を図る。 

 

≪重点目標≫ 

○ICT機器の運用力を高め、学習指導で生徒

一人１台端末の活用方法の充実を図る。 

○「観点別学習状況の評価」を行い、「指導と

評価の一体化」の主旨を反映した取組を行

う。 

〔数値目標 10〕将来構想委員会等での検討 

→【Ａ】教科主任会を通じて観点別評価の実施状況についてクロス集計

を用いて検証した。進学指導対策訪問で来校した指導主事らが他校

に評価方法を紹介するなど、より適正な評価を行う素地ができた。 

 

〔数値目標11〕生徒一人1台端末を活用した教育活動を実践 

→【Ｂ】授業では課題の提出や教材の共有について、ロイロノートの効果

的な活用が見られた。また、大学の公開講座の告知など生徒全体へ

の周知やアンケート集計などでTeamsやFormsの効果的な活用が見

られた。 

 

〔数値目標 12〕教職員の共通理解を図るための校内研修等の充実 

→【Ｂ】年間１０回の校内研修会を実施して、授業力向上や新教育課

程、模試結果などの情報共有を図った。 
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５ 本校の教育に理解と共感を抱く保護者、

生徒の拡大を図り、挑戦意欲旺盛な生徒

の獲得を目指す。 

 

≪方策≫ 

①全校体制で広報活動を実践する。 

②委員会を中心に、効率的・効果的な広報活

動を実践する。 

 

≪重点目標≫ 

○本校への入学希望者の拡大 

○学校説明会の時期・形態の見直し 

○効率的な広報活動の開発 

〔数値目標13〕本校への入学希望者の増加 

(目標：推薦倍率３.５０倍、一次倍率１.７５倍) 

→【Ｃ】推薦に基づく選抜の応募倍率は２．７７倍で、昨年度と比べて０．

１８ポイントの減となった。学力検査に基づく選抜の応募倍率は１．６２

倍で、昨年度と比べて０．０８ポイントの減であった。 

生徒による学校紹介は受検を考えている中学３年生やその保護者

に好評であったが、全体を通して西高の魅力が十分に伝わっている

とは言い難い。広報活動を見直し、効果的な広報活動を実践していく

必要がある。 

 

〔数値目標 14〕ホームページの更新回数３５０回以上 

→【C】ホームページの更新は、のべ２９８回更新した。部活動や修学旅

行などの学校行事の様子など、日々の生徒の活動を順次掲載すると

アクセス数が増加した。 

 

〔数値目標 15〕外部での学校説明会の継続実施 

→【Ａ】「学習塾等主催説明会」に１０回参加した。また、今年度は「都立

学校等合同説明会」にのべ 1６名の教員で参加し、受検生やその保

護者への個別相談を行った。 

６ キャリア教育や国際交流事業の推進等

を通して、変化する社会の中で次代を担

う人材の育成を図る。 

 

≪方策≫ 

①３年間を見通した系統的なキャリア教育

の実践の推進、ＰＴＡや同窓会と連携し

たキャリア教育関連事業の充実を図る。 

②国際交流事業の体系化と教科等の学習活

動との関連の明確化を図る。 

 

≪重点目標≫ 

○職業的自立意識の醸成 

○国際理解の深化と国際協調の精神の涵養 

○グローバルリーダー育成研修の充実 

○姉妹校交流の推進 

○「学校 2020レガシー」の充実 

 

 

 

 

〔数値目標 16〕訪問講義の充実 

→【A】西高会（同窓会、PTA、学校）の教育支援事業委員会で、生徒の

興味関心を高めるテーマ選択、講師選定を行い、昼休みの放送など

で生徒に魅力を伝え、保護者も含めのべ１０１９名の参加者を集める

ことができた。 

 

〔数値目標 17〕ジョブシャドウの拡大 

→【C】例年受け入れていただいている卒業生の勤務する病院が急遽

受け入れ不可となったが、ＮＰＯ主催の医療体験事業（島根県）に２

名参加した。 

 

〔数値目標 18〕国際交流事業の充実 

→【Ｂ】東京都教育委員会主催の海外大学進学講座、次世代リーダー

育成道場、TOKYO ENGLISH CHANNEL『高校生国際会議』が開催

され、意欲的な生徒が参加した。  

 

〔数値目標 19〕留学、海外研修等参加生徒の維持 

→【B】首都圏公立進学校校長交流会主催の「スタンフォード大学研修

プログラム」やインドネシアの姉妹校との交換留学による交流を実施

し、生徒同士の活発な意見交換がなされた。安全確保を図りながら、

今後も留学・海外研修を継続していく。 
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〔数値目標 20〕アメリカ研修、GSP研修の充実 

→【A】昨年度再開したプログラムの充実を図り、かつＧＳＰ（グローバル

スタディーズプログラム）はパスファインダープログラムに改名し、国際

高校と協働で開催した。他校の生徒からも刺激を受け、大変有意義

な学びの機会となった。 

７ 考査や模擬試験等を通して「学習の手引

き」の検証と改善を行うとともに、教科と

しての学習支援体制の一層の充実を図

る。また、教科資料の共有化を図る。 

 

≪方策≫ 

①各種試験の調査分析を実施する。 

②分析に基づく教科としての学習支援体制

の充実を図る。 

③教材プリント等の共有化を図る。 

④Society５.０時代を踏まえ ICT 機器を活

用した授業を推進する。 

 

≪重点目標≫ 

○問題分析集の作成 

○検証に基づく教科シラバスの改訂、修正 

○補習補講の充実 

○教材の共有化 

○個人データの活用 

○探究活動の充実 

○デジタル技術の活用力を高め、生徒端末

の活用方法を工夫 

〔数値目標 21〕「教え方の工夫」に関する生徒肯定評価９０％以上 

→【Ａ】「教材や教え方の工夫」に関する学校評価アンケートで、生徒の

肯定的な回答者数の割合は９３.６％で、昨年度の９３.８％とほぼ同水

準であった。 

 

〔数値目標 22〕夏期講座、日常的な補習・補講の充実 

（目標：夏期講座８０以上） 

→【C】夏期講座は、講座の組み方などを工夫し、７２講座（昨年度７４講

座）を開講した。 

 

〔数値目標 23〕大学入学共通テストにおける６教科１８科目の平均点合

計を全国平均合計で３００点上回る。 

→【Ａ】大学入学共通テストの６教科１８科目の平均点合計で、全国平均

点を３６２．１点上回る結果であった。 

８ 三年間を見通した継続的・計画的な指導

を通して、主体的に活動する生徒の育成

を図るとともに、高い進路希望の実現を

図る。 

≪方策≫ 

①「年間授業計画」に基づき、計画的な指導

を推進する。 

②面談やホームルーム活動等を通して生徒

理解に努め、生徒が意欲あふれる学校生

活を送れるように支援する。 

③生徒の個人データや学年進路通信、進路

ノート等を活用し、進路意識の啓発に努

め、高い進路希望の実現を支援する。 

④探究活動を充実させる。 

〔数値目標 24〕生徒の入学満足度９５％ 

→【A】「入学満足度」に関する学校評価アンケートで、生徒の肯定的な

割合は、９６.４％で目標を上回った。行事や部活動に対する制限がな

くなり、学校生活に魅力を感じた生徒が多かった。 

 

〔数値目標 25〕保護者の入学満足度１００％ 

→【A】「入学満足度」に関する学校評価アンケートで、保護者の肯定的

な割合は９７.３％で、昨年度と同様に高い割合であった。 

 

〔数値目標 26〕１・２年生の自宅学習時間２時間以上 

→【Ｂ】１年生の自宅学習時間は平均で１時間５５分であり、２時間を切る

結果であった。２年生は平均で２時間１１分であり、昨年度の２時間

４分を上回った。今後も継続して課題の出し方の工夫等を行い、自

学自習の定着を図る方策について検討する必要がある。 
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≪重点目標≫ 

○勉強と特別活動の両立 

○生活規律の確立と美化意識の向上 

○生徒理解の研修会の実施 

○自覚を促す進路指導の充実 

○「学習の手引き」の活用の一層の促進 

○個人データの活用 

〔数値目標 27〕遅刻者の減少 

→【Ｂ】学年での指導や遅刻指導月間の実施により、今年度も遅刻者数

は減少傾向にあるが、遅刻を繰り返す特定の生徒に対して、継続し

て指導していく。 

 

〔数値目標 28〕美化に関する生徒の学校評価の向上 

→【A】「校内美化の取組」に関する学校評価アンケートで、生徒の肯定

的な割合は５８.３％で、昨年度の５４.４％と比較して増加した。 

   美化委員を中心に清掃活動に熱心に取り組む生徒が増えた。次

年度以降も計画的に学習環境の整備に取り組んでいく。 

 

９ 特色ある教育課程のもとに教育環境を

整備し、生徒の主体的・意欲的な学習態度

を育成し、自学自習の習慣の定着を図る。 

 

≪方策≫ 

①新教育課程及び指導と評価の一体化を推

進する。 

②自学自習の態度を育成する。 

③進路部と協働して、三年間の生徒の学習

実績を検証する。 

≪重点目標≫ 

○カリキュラムマネジメントの推進・検討 

○学習ガイダンスの実施 

○生徒の自学自習を支援する体制の整備 

〔数値目標 29〕年間の授業時数１０００時間以上の確保 

→【Ａ】今年度は１学年１０３４時間、２学年１０６６時間を確保した。 

 

〔数値目標 30〕将来構想委員会等での成果検証 

→【Ｂ】教科主任会を通じて、指導と評価の一体化や教育課程の再検討

を行った。 

  １日の家庭学習時間の減少と１日のスマホ利用時間の増加には強い

相関が見られたため、進路部主任が家庭でのスマホ時間を減らすよ

う学年集会で生徒を指導し、保護者会では保護者に危機意識を共有

してもらい、協力を依頼した。 

10 生徒の高い進路希望を実現するため

に、進路情報や進路資料を整備し、段階

的、系統的な進路指導を実施する。 

 

≪方策≫ 

①進路通信や学年集会等を活用し、進路意

識の啓発を図るとともに、緻密にして、系

統的な進学指導を推進する。 

②進路指導室の進学指導資料の充実を図

る。 

③学年との連携を図り、進路相談機能を充

実させる。 

 

 

 

 

〔数値目標 31〕進路結果の分析会の実施 

→【Ｂ】引き続き、７月にベネッセ大学入学共通テスト模試分析会（３

年）、１０月に進研模試第１回ベネッセ駿台大学入学共通テスト模試

分析会（３年）、１１月に第２回ベネッセ駿台記述模試分析会（３年）、 

１２月にベネッセ総合学力テスト分析会（１、２年）、３月に河合塾全統

記述模試（１、２年）、河合塾学びみらい PASS（1年）、ベネッセ思考力

テストＧＰＳ－Ａｃａｄｅｍｉｃ分析会（２年）、ケンブリッジ英語検定リンガス

キルの結果分析会を開き、生徒の学力の把握と理解に努めた。 

 

〔数値目標 32〕生徒の進路情報・進路指導満足度９０％の維持 

→【B】「進路情報の提供」に関する学校評価アンケートで、生徒の肯定

的な割合は９1．1％で、昨年より２.２ポイントほど下回った。年間で３８

回発行した「進路部便り」の活用を進めるなどの対策を継続していく

必要がある。 
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≪重点目標≫ 

○蓄積された進路情報の分析と校内への周

知 

○教師用の進路資料の充実 

○現行の進路指導計画の検証 

○新たな進路データベースの円滑な運用 

〔数値目標 33〕自習室利用の維持、チューター利用の増加 

→【A】西高会館の自習室利用は３６５４名で、昨年度に比べ６０４名増加

した。チューター利用者は３０８名で、昨年度に比べ１３名増加した。 

11 多様な部活動や学校行事を通して、主

体的に取り組む生徒の育成を図るととも

に、規律ある学校生活の中で、逞しく生き

る生徒の育成を図る。 

 

≪方策≫ 

①活気に溢れる中にも規律ある学校生活を

推進する。 

②行事・部活動等の支援体制を整備し、目的

と規律のある特別活動の一層の充実を図

る。 

③いじめの未然防止､早期発見･対応を図

る｡ 

 

≪重点目標≫ 

○真の「文武二道」に向けた指導体制の確立 

○規律ある学校生活の確立 

○目的意識や課題意識のある生徒の育成 

○進化する学校行事の実践 

〔数値目標 34〕部活動加入率１００％ 

→【Ａ】活発な部活動が行われているが、兼部の生徒も含めた部活動・

同好会・サークルへの加入率は２０４％となり、数値目標を達成した。

今後も継続して文武二道の完遂を指導する。 

 

〔数値目標 35〕遅刻者数の減少 

→【Ｂ】学年担任からの継続的な指導や年間３回の遅刻指導月間の実

施により、今年度も遅刻者数は減少傾向にあるが、遅刻を繰り返す特

定の生徒がいるため、継続して指導していく。 

 

〔数値目標 36〕遺失物等の減少 

→【Ｂ】生徒の貴重品や私物の管理は、生徒部や学年の指導を通じて

改善に努めているが、今後も、ロッカー施錠の励行など、私物管理の

徹底などの指導を継続していく。 

 

〔数値目標 37〕学校行事への生徒の取り組みに関する評価９０％ 

→【Ｂ】ほぼコロナ禍以前の形態で学校行事を実施することができた。

「学校行事への取組」に関する学校評価アンケートで、生徒の肯定的

な割合は９１.５％であった。 

12 生徒の自己管理能力を育成し、健康で

安全を心がける生徒の育成を図る。 

 

≪方策≫ 

①生徒による主体的な活動を支援し、校内

の美化や衛生の改善に努める。 

②スクールカウンセラーらの活用を通し

て、生命尊重と思いやりの心を育成する。 

 

≪重点目標≫ 

○校内美化の徹底 

○生徒理解の深化 

〔数値目標 38〕校内美化に関する学校評価を上昇 

→【Ｂ】「校内美化の取組」に関する学校評価アンケートで、生徒の肯定

的な割合は５８.３％で、昨年度の５４.５％より増加した。美化委員を中

心に清掃活動に熱心に取り組む生徒が増えた。次年度以降も計画

的に学習環境の整備に取り組んでいく。 

 

〔数値目標 39〕生徒理解の研修会の継続実施 

→【Ｂ】教員間の生徒情報交換と、ＳＣを含む生徒理解の研修会を合計

４回実施した。 

 

〔数値目標 40〕スクールカウンセラーとの相談件数の維持 

→【Ａ】２人体制になったこともあり、生徒・保護者・教員の相談件数は２４

６件で、昨年度の１５７件と比べ急増した。 

 生徒や保護者だけでなく、教員の相談件数も増え、生徒への支援体

制が強化された結果である。 
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13 ＰＴＡ、同窓会をはじめ地域や社会教

育と連携することにより学校支援体制を

整え、教育環境・条件の改善整備に努め

る。 

 

≪方策≫ 

①ＰＴＡや同窓会との連携を深め、教育環

境の整備を推進する。 

②学校運営連絡協議会を円滑に運営する。 

③文化事業を円滑に実施する。 

 

≪重点目標≫ 

○ＰＴＡや同窓会による生徒への支援活動

の円滑な実施 

○文化事業の工夫 

○学運協をはじめ外部の意見を校内に周知 

〔数値目標 41〕保護者の入学満足度１００％ 

→【B】「入学満足度」に関する学校評価アンケートで、保護者の肯定的

な割合は９７．３％で、昨年度と比べ０.１ポイント微増した。 

 

〔数値目標 42〕訪問講義への生徒参加の増加 

→【B】西高会（同窓会、PTA、学校）の教育支援事業委員会で、生徒の

興味関心を高めるテーマ選択、講師選定を行い、昼休みの放送など

で生徒に魅力を伝え、のべ３７０名の参加者を集めることができた。 

 

14 校内や生徒の端末機器の管理や運用全

般について他分掌をリードし、校内のＤ

Ｘを推進する。 

 

≪方策≫ 

①都教委からの指示に基づく校内端末機器

の適切な管理・運用を推進する。 

②校内での ICT機器の活用推進を図る。 

 

≪重点目標≫ 

○関係部署との連携 

○業務の効率化、省力化 

〇校内運用に係る文書類の一元整理 

〔数値目標 43〕生徒一人 1台端末の利用実績向上 

→【Ｂ】教科に関する課題提出や質問を受ける際にロイロノートを用いて 

  おり、総合的な探究の時間などにも利用は広がっている。BYOD係 

  を選出し、一人１台端末の使い方の西高タブレットマナーを作成し、 

  利用と管理方法を徹底している。また、生徒への連絡ツールとして 

  Teamsを用いており、利用頻度が増加している。 

 

〔数値目標 44〕教員の教育活動への活用向上 

→【Ｂ】校内研修を年度当初など計画的に実施し、特にロイロノートの授 

  業への活用は進んでいる。また、企画調整会議や職員会議を、ロイ 

ロノートを活用してペーパーレスで行っている。さらに、生徒向けの 

連絡は Teamsで、保護者向けの連絡や欠席連絡は Classiで行い、 

ＤＸ化が定着している。 

 

15 計画的な予算執行と校内関係部署との

連携により、円滑な教育活動を支援する

とともに、温かい窓口業務を行う。 

 

≪方策≫ 

①業務内容に応じて、日頃から管理職や関

係教員との連携を心がけ、業務の円滑な

実施を行うとともに、業務の省力化を推

進する。 

②丁寧で温かい窓口業務を行う。 

〔数値目標 45〕令和７年度予算大綱を１０月当初までに決定 

→【Ａ】予算大綱である予算編成指針を、１０月初旬に決定した。 

 

〔数値目標 46〕自律経営推進予算の執行を第２四半期終了までに６５％

を目指す。 

→【A】自律経営推進予算の第２四半期終了までの執行率は６９％であ

り、目標を達成した。 
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≪重点目標≫ 

○関係部署との連携 

○業務の効率化、省力化 

○計画的にして効率的な予算執行 

○施設の老朽化に対する対応 

 

次年度以降の課題 対  応  策 

【学習指導】 

①現行学習指導要領への対応 

②学習クラウド・生成ＡＩの活用 

③ICT機器の有効活用 

④都立学校統合型校務支援システム

(C4th)・東京都教育ダッシュボードの

有効活用 

⑤都立学校統合型校務支援システム

(C4th)・東京都教育ダッシュボードを

運用できる人材の育成 

【学習指導】 

①現行教育課程において指導と評価の一体化が実現されている

かについて検証していく。 

②他校の実践例等を参考にしながら、学習クラウド・生成ＡＩ

の活用を研究し、実践・普及を図っていく。 

③教員の相互授業参観や校内研修を通じて、ICT 機器を有効活

用した授業改善への取組を推進する。 

④学習活動の基礎データの管理･蓄積について都立学校統合型

校務支援システム(C4th)・東京都教育ダッシュボードの具体

的な活用法を開発する。 

⑤都立学校統合型校務支援システム(C4th)・東京都教育ダッシ

ュボードを運用できる人材の育成を進める。 

【生活指導】 

①活発で適正な部活動の推進 

②遅刻常習者の減少 

③交通事故防止・安全教育の徹底 

④防犯上の安全確保 

⑤SNSの適切な使用 

【生活指導】 

①部活動の活性化を目指す一方で、部活動ガイドラインに基づ

いて適正な運営を行うとともに、部活動指導員を活用して顧

問教員の負担軽減を図る。 

②遅刻指導を年３回実施して遅刻常習者の把握と指導を行う。 

③各学年での交通安全指導、ヘルメット着用及び自転車保険加

入の徹底などにより交通安全の意識を高め、交通事故を防止

する。 

④ロッカー利用の推進や通年の校内巡回などで、防犯体制を維

持・強化する。 

⑤ネット上のトラブルの防止に向けて SNS の適切な使用につい

て、情報の授業やセーフティ教室などを通じて指導する。 

【進路指導】 

①探究活動の充実 

②英語の４技能型外部検定試験の結果分

析と活用 

③チューターの活用 

④第一志望校を諦めない指導、面倒見の

良い進路指導 

【進路指導】 

①同窓会や外部機関との連携を一層強化し、外部人材の活用に

より、課題研究において専門家から生徒が助言を得る機会を

充実させる。土曜特別講座や理数研究校事業の活用により、

生徒の探究活動を活発化させる。 

②既に英語の４技能型外部検定試験の結果等に基づいて年５回

のスピーキングテストを導入しているが、継続して４技能育

成の指導を行っていく。 

③科目選択や定期考査前等の時期に、ミニ講座等を開くなどで

チューターの一層の活用を図る。 

 



- 9 - 

 

④卒業生を活用したキャンパスツアーや講演会の実施により、

志望大学への理解を深化させて、最後まで第一志望を諦めな

い進学指導を行うとともに、生徒面談を活用したきめ細かい

進路指導を行う。 

【保健美化指導】 

①ゴミの減量化の取組 

②美化清掃の改善 

③教室および廊下ロッカーの上の私物や

備品の整理 

④粗大ゴミ処分 

【保健美化指導】 

①運動会や記念祭でのゴミ減量化を一層進めるとともに、減量

化の意識を更に高め、生徒に積極的な実行を促す。 

②生徒の美化意識を向上させるとともに、担任や担当教員が

日々指導する。また、分別意識を高める活動を、美化委員を

中心に展開する。 

③生徒の持ち物の管理方法について継続検討する。 

④粗大ゴミの計画的処分を進める。 

【学年・教科における指導】 

①肯定的に自己を捉え、自主的かつ臨機

応変に活動する力の育成 

②１・２年次での確実な学力定着と３年

次での読解力・記述力の育成 

【学年・教科における指導】 

①本校で実施される土曜特別講座や各種講演会、訪問講義等の

活動へ自主的に参加するよう促し、その取組成果を生徒が共

有できるように工夫する。 

②自学自習習慣を入学時より身に付けさせるとともに、補習や

講習の実施により、苦手科目を作らせない学習指導を行う。

記述模試や思考力テストの活用と検証を進める。 

【防災教育】 

①「地域と連携した防災体験活動」におい

て、講話や体験活動内容・避難訓練の実

施形態など、連携内容の一層の充実を

図る。 

【防災教育】 

①総務部を中心に、地域・諸機関・該当学年と相談し、「地域と

連携した防災体験活動」の実施計画を策定する。 

【募集対策・広報活動】 

①入学者選抜の倍率向上 

②学校見学会、説明会、入試問題解説会等

の内容充実 

③ホームページによる情報発信の充実 

【募集対策・広報活動】 

①西高の魅力をより一層充実させ、中学生や保護者へ的確に伝

える。 

②生徒による説明や校内案内、動画の活用等を検討する。 

③各学年・分掌・教科等の担当者により、行事や日常の出来事、

教科指導など、ホームページに掲載する内容と頻度を充実さ

せる。 

 

 


